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吹田市の教育 
   

本市においては、「吹田市教育ビジョン」を柱に据え、「今 吹田から 未来
あ す

の力を 生命
い の ち

かがやき と

もにつながり 未来
あ す

を拓く吹田の教育」を教育理念としています。その具現化に向け、小中一貫教育を

通して、学習活動や学校・園運営、地域連携等の改革に取り組み、「地域に根ざした質の高い公教育の創

造」に努め、次世代を担う子供たちに、困難に打ち克ってくじけない「学びに向かう力、人間性等」「知

識及び技能」「思考力、判断力、表現力等」の調和の取れた「総合的人間力」をつけることをめざしてい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人権教育の推進について 
 教育委員会では、平成１５年（２００３年）２月に「人権教育を推進するための指針」を定め、その

中で一人ひとりの自尊感情を育み、多様な個性・価値観を認め合い、他者を思いやる人権感覚豊かな人

間性を培う教育の推進を掲げています。そして、自分や人を大切にする生き方を感覚として身につけて

いくために、学習によって次のような技能（スキル）を高めていくことを目標にしています。 

 

 

 

 

 

  

吹田市教育ビジョン 

教育理念 

「今 吹田から 未来
あ す

の力を 生命
い の ち

かがやき ともにつながり 未来
あ す

を拓く吹田の教育」 

基本目標１ 基本目標２ 基本目標３ 

総合的人間力の形成 社会全体の教育力の向上 豊かな教育環境の創造 

～地域と協働し 

ともに歩む教育～ 

～夢と志を持ち、 

可能性に挑戦する力 

を育む教育～ 

～豊かな学びを 

支援する教育環境～ 

スキルアップ  誰もが身につけたい人権感覚 

こんなことできるようになりたいね！ 

・まずは、自分を好きになることから 

・相手の立場に立って考えること 

・自分の思いを相手にきちんと伝えること 

・解決するまでねばり強く取り組むこと 

・自分で決断し責任を持つこと 

・ものごとを公平にみること 

・ちがいを認め合いいい関係をつくること 
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新入生の保護者の皆様へ 

 

 中学校への入学が近づいてまいりました。お子様だけでなく保護者の皆様方

も、期待と不安の日々を送られているのではないでしょうか。本校は平成２３年

（2011年）４月から竹見台中学校・桃山台小学校・千里たけみ小学校の３校で、

小中一貫教育校「千里みらい夢学園」としてスタートし、令和６年度（2024年）に

は１４年を迎えます。 

本日の説明会では、中学校へ入学するにあたっての不安を取り除き、すべ

ての子どもたちが気持ちよく中学校生活を送れるようにという思いでお話いた

します。中学校は、わずか３年間ですが、子どもたちの身体面、精神面の成長

には著しいものがあります。勉強だけでなく、学級活動、生徒会活動、クラブ活

動等を通して大きな成長が望まれます。学校と家庭とが手を携えて子どもたち

の成長を見守り、充実した中学校生活になることを願っています。 

  皆様のお子様のご入学を、教職員・在校生一同、心からお待ちしています。 

 

千里みらい夢学園  吹田市立竹見台中学校     

校長  小林 太郎         
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1 竹見台中学校の紹介 

 

 

 

 たくましく生き抜く力の育成をめざす 

      ・自ら学び考える力の育成 

      ・豊かな心の育成 

      ・社会性の育成 
 

 

 

 

 

       

学ぼう つながろう やりぬこう 

 

 

 

 

 

＊開 校  昭和４２年４月１日（創立５７年目） 

＊学 園 開 校  平成２３年４月１日（創立１３年目） 

＊所  在  地  吹田市竹見台１－３－１ ℡０６（６８７１）０６６１ 

＊施     設  校舎 鉄筋コンクリート３階建、体育館、プール 

＊学 級 数  1年３学級・２年４学級・３年３学級・支援学級３学級 

＊生 徒 数  ３８７名 

 

 

 

 

 

 

 

 

竹見台中学校 

教育目標 

千里みらい夢学園 

教育目標 

沿 革 

令和５年１１月現在 

小中一貫教育の推進について 

平成２３年度、吹田市で初めて設置された施設分離型の小中一貫教育校「千里みらい夢学園」は、

小学校６年間と中学校３年間を連続したものととらえ、小・中学校の教職員がお互いの良さを活かし

て指導方針を一つにし、９年間を通して「確かな学力」「豊かな心」「たくましい体」を育成することをめ

ざしスタートしました。 

千里みらい夢学園の教育目標 

「学ぼう・つながろう・やりぬこう」 

学園のめざす子ども像 

・ 自ら学び、最後までやりぬく子ども    

・ 自分の気持ちや考えを表現できる子ども  

・ ともに助け合い、自他ともに大切にできる子ども 

を基に小中の教職員が「９年間を通して地域の子どもたちを育てる。」ことを意識して教育活動を進め

ています。 
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２ 特色ある教育について 

千里みらい夢学園の 

小中一貫教育 

千里みらい夢学園は、竹見台中学校・桃山台小学校・千里た

けみ小学校の三校ですすめる施設分離型小中一貫教育校で

す。小学校と中学校が連携し、さまざまな特色ある取り組みを

行っています。 

学園教育目標  

学ぼう つながろう やりぬこう 
 
 

めざす子ども像                      学園の研究主題 

 

 

 

千里みらい夢学園の特色ある取り組み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

★6 年生金曜日登校 

【目的】・６年生が中学校に登校することにより、小中 

段差やつまずきをなくし、スムーズに中学校

生活が始められるようにする。 

・小中の教員が授業を行うことにより、子どもの 

学力向上に向けたきめ細やかな取り組みを行う。 

＊金曜日登校の日は６年生も中学生と同じ 50分授業 
小・中学校教員による授業 

（国語・社会・数学・理科・音楽・ 

美術・保健体育・技術家庭・英語・ 

情報モラル・他） 

・お弁当 ・中学校給食 ・小小交流・小中交流 

・中学校授業見学・クラブ見学 

クラブ体験（希望者） 

★交流行事 

・中学校体育大会へ６年生が参加 

・オープンスクール 

・自ら学び、最後までやりぬく子ども 

・自分の気持ちや考えを表現できる子ども 

・ともに助け合い、自他ともに大切にできる子ども 

 

つけたい力にむかって、仲間とともに

主体的に学べる授業づくり 

★小学校１年生からの英語教育 

【内容】・文部科学省から教育課程特例校の指定を受け、小学校１年生から外国語活動に取り組んでいます。 

・専任の英語講師から生きた英語を学び、「コミュニケーション能力」の育成を図ります。 

【外国語活動および外国語実施時間】 

学年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 

年間時数 １０時間 １０時間 ３５時間 ３５時間 ７０時間 ７０時間 
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少人数指導 

一人ひとりの生徒を大切にし、基礎的・基本的な内容をより深く学習させることを

目的として一部の教科学習において少人数指導を実施しています。現在、習熟度

に応じて１クラスを分割する『習熟度別授業』や、１クラスを複数の教員で授業を進

める『ティームティーチング（Ｔ．Ｔ）』等を行っています。ＡＥＴ（英語指導助手）も加

わって、よりスムーズに効果的な教科指導を進められるよう工夫しています。令和

５年度は数学・英語の２教科で学習室等を使い、少人数指導を実施しています。 

情報教育 

授業では、一人１台端末（サンネット端末）を活用して効果的な学びになるように

授業デザインをしています。例えば、調べる→情報を整理・分析する→表現（ま

とめ、発表）するといったサイクルで取り組んでいます。また、自分たちの学習を

動画や写真で保存してふりかえる、意見交流をデジタル上で行うことで他者の

意見をたくさん取り入れながら自分の学びを深めるなどしています。 

デジタルシティズンシップ教育の中では、一人ひとりがデジタル端末やデジタル

世界とどのようにかかわっていくかを考えています。また、ネットリテラシーや情報

モラルを取り扱った道徳の授業を実施しています。 

ICT 支援員がそれらの授業をサポートしてくれることもあります。 

高等学校 

との連携 

「小中の交流で、年少者を思いやることで中学生に自覚や責任感、優しさが芽生え

る、という効果がある反面、年長の中学生が、年少の小学生に合わせてあげなくて

はならないので、中学生の成長がない」という批判を耳にすることがあります。そこ

で本校では平成 21年度から、２・３年生には卒業後の進路に目を向けるために、高

等学校と交流する機会を増やすことにしました。具体的には、２年生が、３学期に千

里高校の「千里フェスタ」に参加させていただき、高校生による学習成果の発表に

触れる機会があります。令和３年度からは、３年生が１学期に高校の先生による出

前授業に参加しています。体系的なキャリア教育や進路学習を通じて、高校生活を

具体的にイメージして、進路選択ができるように取り組んでいます。 

支援学級 

竹見台中学校の支援学級では、「ともに学び、ともに育つ」という方針で、他の生

徒とともに学び、ともに楽しく学校生活を送っています。『心身に障がいがある生徒

に対して、その障がいの状態・程度に応じた教育を行い、また多くの生徒の中でと

もに学び、お互い、人間として尊重できる教育を推進する』という考えのもとで支援

学級担任を中心に、全教職員が一丸となって運営しています。今後も、すべての

教育活動を通じて支援教育に積極的に取り組んで参ります。障がいがある生徒も

そうでない生徒も、ともに相手のことを理解し、違いを認め合い、温かく接し合うこと

で仲間意識をはぐくみ、竹見台中学校の生徒として楽しい学校生活を送ってほし

いと願い指導しています。 

総合的な 

学習の時間 

総合的な学習の時間では、横断的・総合的な課題などについて、自然体験や社

会体験、観察・実験、見学、調査などの体験的な学習、問題解決的な学習を行う

時間です。そのねらいとして、 

①横断的・総合的な学習や探求的な学習を通すこと。 

②自ら課題を見つけ、自ら学び、主体的に判断し、よりよく問題を解決する資質や 

能力を育成すること。 

③学び方やものの考え方を身につけること。 

④問題の解決や探求活動に主体的、創造的、協同的に取り組む姿勢を育てる。 

などがあります。そのねらいを達成するために、１年生では年間５０時間、２･３年

では７０時間、実施します。 
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３ 教育課程について 
 

 

 

 

  国語 社会 数学 理科 音楽 美術 保体 技家 英語 道徳 特活 総合 総計 

１ 年 140 105 140 105 45 45 105 70 140 35 35 50 1015 

週あたり 4 3 4 3 1.3 1.3 3 2 4 1 1 1.4 ※29 

２ 年 140 105 105 140 35 35 105 70 140 35 35 70 1015 

週あたり 4 3 3 4 1 1 3 2 4 1 1 2 ※29 

３ 年 105 140 140 140 35 35 105 35 140 35 35 70 1015 

週あたり 3 4 4 4 1 1 3 1 4 1 1 2 ※29 

※ １週間の授業数は２９～３０コマ（月･火･木･金曜日は６限授業、水曜日は５限または６限授業） 

 

 

 

＜主な学校行事＞ 

 

年間授業時間数 

１学期 入学式 修学旅行 合唱祭 

２学期 体育大会  総合学習発表会 

３学期 卒業式 
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４ 学校生活について 

 
 

 

 

竹見台中学校では、「あいさつ」「５分前行動」「清掃」を３つの柱に教育活動を続けてきました。 

 

 

 

Ａ 挨拶 
「心のこもったあいさつをしよう！」 

Ｂ  Be ５minutes early.(５分前行動)  
「自分で時間を見て行動し、５分前に集

合しよう！」 

 

Ｃ  クリーン （Ｃｌｅａｎ） 
  

「自ら進んでそうじを行おう！」 

また、「正しい言葉づかいをする」、「人を傷つける言葉を発しない」、「物を大事にする」、 

「静かに話を聞く」、「ゴミをださない」など基本的な生活習慣の確立を目標にしています。 

 

 

 

 

（１） 制服について   

 

 

 

 

    ・年間を通じて自分で冬服、夏服が選択できる。 （オールシーズン選択制）                

    ・名札は一番上の服につける。                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

たけみＡＢＣ 

ブレザー 

ズボンまたはスカート 

半袖シャツ・長袖シャツ 

ネクタイまたはリボン 

生徒指導目標 

 

服装規定 

 

 
 

竹  見  

  

名 字 

学年を示すカラーライン 

 (令和６年度１年生は黄色) 

＜名 札＞  （胸ポケットに安全ピンで留める） 
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① 入学式・卒業式・始業式（２学期をのぞく）･終業式（１学期をのぞく）・修了式・対面式・離任式に 

おいては、正装とする。 

 

 

 

 

② 半袖シャツ、長袖シャツは、男女とも学校指定のシャツとする。 

③ シャツの上に学校指定のセーター、ベストを着用しても良い。 

④ 長袖の時はネクタイ・リボンを着用する。 

 （２） くつについて 

     ・通学ぐつは運動ぐつであること。 

      ・上ぐつは学校指定のもの。学年別に青・緑・黄色に色分けする。 

     ・体育館シューズは学校指定のもの。 

 （３） くつ下について 

・式の時は男女ともに白･黒・または紺色。式以外のときは色の指定はなし。 

・ストッキングはベージュ・黒色・紺色の無地とする。 

（４）防寒着について 

・手袋・マフラー等は、 登下校のみ着用可。防寒着の下はブレザーを着用する。 

 

 

 

 

 

※通学カバンの指定はなし。 

※頭髪は毛染め・脱色・パーマ・エクステ等は禁止。 

そり込み、編み込みでのラインをつくるのは禁止。 

※髪どめはピン・ゴムともに飾りのついたものは禁止。 

※スカートの長さはひざがかくれる程度。 

※貴重品、漫画本、ゲームなどは持参しない。 

※生徒間でのお金の貸し借りは禁止。 

※自分の持ち物には、クラス・名前を必ず書いてください。 

※傘は、下足ホールに置かずに教室まで持って行ってください。 

         ※緊急用に携帯電話を持ち込む場合は 4月当初の「携帯電話持ち込み許可書」を提出すること 

特別な事情で、規定以外のものを使用する場合は、保護者が担任に連絡し、  許可を得ること。 

 

 

［正装］ 

ブレザー  長袖(半袖)シャツ   ズボンまたはスカート ネクタイまたはリボン 

名札    白・黒・紺色の靴下 

その他の校内規定 
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【文化部】  音楽部 ・クラフト部・美術部 

【運動部】  野球部 ・男女ソフトテニス部 ・男女バドミントン部 

男女卓球部 ・男女バスケットボール部・サッカー部 

   

＊４月に仮入部期間があります。入部、転部、退部については、クラブ顧問と担

任及び保護者の許可を得ること。 

 

 

 

 

 

生徒総会 

生徒会執行部 

職員会議 

代議員会 

生活委員会 

保健委員会 

図書委員会 

 
放送委員会 

 
選挙管理委員

会 

 

生徒会組織図 

小学校では児童会と呼んでいたものを中学

校では生徒会と呼びます。特別活動の一環とし

て、生徒の自主的活動である色々な行事や活

動内容を企画立案し、生徒会活動を通して望ま

しい人間関係を形成し、集団や社会の一員とし

てより良い学校生活づくりに参画し、協力して諸

問題を解決しようとする自主的実践的な態度を

育てる。 

先生は、顧問役として生徒の考えを尊重しな

がら適切なアドバイスを行い、また相談役として

各種の行事や生徒会の諸活動に対して色々な

角度から助言や指導を行います。 

 

生徒会活動 

 

クラブ活動 

 

各種 

クラブ 
各種 委員会 

学級活動 

生徒会顧問 
合唱祭委員会 

体育大会企画委員会 

https://1.bp.blogspot.com/-06CY-TYLCXY/WzC965VpiKI/AAAAAAABM9E/4JxwHys-QS8x4SS5P7_4xpb8vbPwljieQCLcBGAs/s800/sports_soccer_through.png
https://4.bp.blogspot.com/-3cJ02qTtz3c/XGjvxUGaffI/AAAAAAABRaE/qDOnoFDv_nESolNjSwv7dKw62_5Z4_KFQCLcBGAs/s800/sports_tennis_woman.png
https://3.bp.blogspot.com/-bFU-VlfOrMc/Wn1aRzOWsBI/AAAAAAABKTc/AeAx5NOSyzUPAVpqnHsGlEqynN8cG2-VQCLcBGAs/s800/sports_badminton_woman.png
https://2.bp.blogspot.com/-OIksqwC-dF4/V9pp3ibeqjI/AAAAAAAA9zA/y2mgUHcIjPMbMG5cq48G3ZyXM5liLMdAgCLcB/s800/sports_takkyu_men.png
https://2.bp.blogspot.com/-x0GH1HdRxOM/U32NL6-WUYI/AAAAAAAAgqI/dIGdpatv8jY/s800/basketball_boy_girl.png
https://1.bp.blogspot.com/-XkOsgZ8OOWY/WzGp5xS1jMI/AAAAAAABNIE/fUebLuVMPPAJuMDrF2Il5yKA6SIMn9IngCLcBGAs/s800/music_guitarist_girl.png
https://4.bp.blogspot.com/-rqHX3m-8A_8/WEOPKHd8kZI/AAAAAAABAKw/zoTHujDDumEfTg1XHvBzjamtXh7qOkNQQCLcB/s800/bijutsu_paint_woman2.png
https://3.bp.blogspot.com/-h6OzZdPzESU/Wc8ftZjhlOI/AAAAAAABHHs/mbBsC6QuRyMvM_LJi4HMC3qrIzEY27UmACLcBGAs/s800/kawa_leather_craft_woman.png
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５ 入学時の学校指定の購入物について 
 

 

 

 

 

  竹 村 屋   吹田市千里山西５－３－２７  06-6384-0872 

  ワタナベ学 生 服 店   吹田市出口町２７－３      06-6386-1152 

  鈴 ヤ   吹田市朝日町１８－１３     06-6381-0792 

 

 

 

 

 

   

＊ジャージ上（4,400円）              ＊ジャージ下（3,200円） 

＊ハーフパンツ（2,500円）       ＊半袖シャツ（2,300円） 

＊体育館シューズ（2,650円) 

＊上ぐつ（1,350円） 

〈上記指定販売店〉 谷本スポーツ                        06-6381-1983 

※月に一度、第一月曜日に、学校まで訪問販売に来てくれます。 

第一月曜日 下足室前（８：００～８：２５） 

 

 

・制服、体操服、上ぐつ等は、入学式までに購入して下さい。 

・１月下旬～２月上旬に中学校の体育館で、制服採寸を行います。また、その際 

体操服、上ぐつ等の販売も行います。 

 （制服採寸で購入できない場合、直接お店にてご購入お願いいたします。） 
 

 

 

 

制服 男子・ 女子  〈制服指定販売店〉 

体操服等 

制 服 

体操服 
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６ 保健室から 
 

保健室では、お子さまが心身ともに健康な学校生活を送ることができるよう支援しています。健康診断を行っ

たり、けがをしたときや体調不良のとき応急処置などを行っています。また、学校生活のなかで困ったことがある

ときは、相談できる場所でもあります。登校後、デイケン（ウェブアプリ）にて心身の状態を確認しています。 

 

 

 

 

欠席・遅刻の場合は、必ずさくら連絡網で連絡をしてください。なお、次の場合は、出席停止になります。 

（ア） 学校感染症にかかったとき 

学校において予防すべき感染症の種類  出席停止の期間の基準 

第一種 エボラ出血熱、クリミア・コンゴ出血熱、痘そう、南米出

血熱、ペスト、マークブルク病、ラッサ熱、急性灰白髄

炎、ジフテリア、重症呼吸器症候群、中東呼吸器症候

群、特定鳥インフルエンザ 

治癒するまで 

第二種 インフルエンザ、百日咳、麻疹、流行性耳下腺炎、風

疹、水痘、咽頭結膜熱、結核、髄膜炎菌性髄膜炎 

感染症ごとに個別に定めら

れた期間 

第三種 腸管出血性大腸菌感染症、流行性角結膜炎、コレラ、

細菌性赤痢、腸チフス、パラチフス、急性出血性結膜

炎、その他の感染症 

医師において、感染の恐れ

がないと認められるまで 

（イ） 新型コロナウイルス感染症に係る出席停止について 

・本人に症状があり、医療機関において検査を受け結果が出るまで出席停止とします。 

・本人が医師により陽性と判断された場合、発症日翌日から 5 日間を経過し、かつ症状軽快後１

日を経過するまで出席停止とします。 

（ウ） 臨時休業のとき    感染症予防上必要があるときに行います。 

（エ） 親族の忌引きのとき 

・父母：10日以内    ・祖父母、兄弟姉妹：5日以内   ・曾祖父母、叔父叔母：3日以内 

・従兄弟姉妹：1日以内 

 

 

 

 

学校では、安全に注意をはらっておりますが、不慮の事故でけがをすることがあります。また、活動中に

体調不良になることも考えられます。その際には、以下の対応をさせていただきます。 

連絡 

お子さまの状況によって、保護者の方に連絡をさせていただく場合があります。安全カードの連

絡先欄には必ず連絡の取れる連絡先を複数ご記入ください。 

緊急時の対応 

欠席・遅刻について 
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けがのとき   

けがの程度によって、医療機関に受診する場合があります。かかりつけ医がある場合は、安全

カードにご記入ください。 

体調不良のとき    

高熱、嘔吐などにより授業を受けることが困難である場合、また他の生徒への感染が考えられ

る場合には、早退の措置を取らせていただきます。教室で授業を受けることが可能な場合は、

教科担任が経過観察を行います。心身の状態から保健室での休養が必要であると認められる

場合は、保健室で経過観察を行います。その後、状態が回復したときは教室に復帰します。状

態が回復しないときは、早退の措置をとらせていただきます。 

保健室利用は原則一時間です。 

その他    

保健室は応急処置を行う場所です。継続的な処置は医療行為となりますので行っておりませ

ん。また、内服薬について常備することはできません。ご理解いただきますようよろしくお願いし

ます。 

 

 

 

 

学校の管理下における生徒の災害（負傷等）については、独立行政法人日本スポーツ振興センターへの加入

を行うことにより、災害給付を受けることができます。吹田市では、原則全児童生徒が加入しています。 

 

７ 相談活動について  

 

学校は、集団生活の場です。いろいろな個性を持った友だちや先生と過ごす中で、様々なことを学習します。

そして、時には人間関係がうまくいかなかったり、トラブルにあったりすることもあります。もし何か問題が起こ

ったり、気になることがございましたら、遠慮なく担任に連絡してください。電話や手紙など、どんな方法でも構

いません。お気軽に相談してください。 

 

 

 

教育相談の充実を図り、子どもたちが心のゆとりをもって、豊かな学校生活を送ることが出来るよう、スク

ールカウンセラーが派遣されています。 学校生活で悩みや不安を抱える場合や自分自身でなかなか解決

の方法が探し出せない場合など、問題解決を先延ばしせずに、スクールカウンセラーを有効に活用するよう

勧めています。保護者の方におかれましても、子育てについて心配なことや困っていること、悩み等ござい

ましたら、ご相談ください。 

来校日：木曜日（原則）  １０：３０～１６：００ 

災害給付制度 

 

 

 

スクールカウンセラー 
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 吹田市立教育センター  来所相談・電話相談 

満３歳から１８歳までの本人と保護者を対象に来所（予約制）による継続相談と、電話による単発相談を

行っています。 

①  日 時 : 月～金曜日（年末年始・祝日は除く）及び第３日曜日の 午前９時～午後５時 

（来所相談のみ木曜日は午後９時まで） 

②  内       容 : 不登校、学習、発達、友人等の人間関係、進路、情緒・行動、その他教育上の諸問題 

③  対       象 : 吹田市在住の満３歳から１８歳までの本人及びその保護者 

④  申 込 方 法 : 電話で予約（電話０６-６３８４－４４８８）   

教育委員会 地域教育部 青少年室（夢つながりみらい館） 

吹田市子ども・若者総合相談センター（ぷらっとるーむ吹田） 

さまざまなお悩みをお持ちの子ども・若者（39歳まで）とその家族が、どんなことでもご相談できる場所です。 

① 受付時間：月曜日～土曜日午前 10時～午後 10時、日曜日・祝日午前 10時～午後 6時 

② 相談のお電話 06－6816－8534 

③ 場所吹田市立子育て青少年拠点夢つながり未来館 2階：阪急・モノレール山田駅すぐ 

④ 支援メニュー ： 電話相談、来所相談、訪問相談 

大阪府吹田子ども家庭センター 

子どもや家庭についての相談、おおむね２５歳までの青少年についての相談等を行っています 

① 所在地        吹田市出口町１９－３  TEL：０６－６３８９－３５２６ 

② 開庁時間 午前９時から午後５時４５分（土、日、祝祭日、年末年始を除く） 

③ 夜間・休日虐待通告専用電話 ０７２－２９５－８７３７ 

（午後５時４５分から午前９時まで及び土、日、祝祭日、年末年始） 

大阪府教育センター      大阪市住吉区刈田４－１３－２３ 

◎子どもからの相談（すこやかホットライン） Tel：06－6607－7361   E メール：sukoyaka@edu.osaka-c.ed.jp 

◎保護者からの相談（さわやかホットライン） Tel：06－6607－7362   E メール：sawayaka@edu.osaka-c.ed.jp 

 

 

８ 学校徴収金について  

 

教育活動に関する経費には、「学校徴収金等（教材費・積立金・日本スポーツ振興センター掛金・生徒会費・P

TA会費）」があります。学校徴収金は学校長が納入金額を決定し徴収しますが、口座振替（自動払込）により、

吹田市教育委員会に納入していただきます。（学校に現金を持参しても納入できません） 

 

➢ 学校徴収金等の納期 

期別 口座振替日（納付期限） 再振替日 

第１期 ５月２５日  ６月１５日 

第２期 ６月２５日  ７月１５日 

第３期 ９月２５日 １０月１５日 

第４期 １１月２５日 １２月１５日 

第５期 １月３１日  ２月２０日 

    ※ 金融機関の休業日に当たる場合は、翌営業日となります。 

 

その他の相談窓口 
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➢ 学校徴収金等の納入金額 

１年間に必要な金額を第１期から第５期までの５回に分けて納入していただきます。１年間

の納入金額の目安は次のとおりです。（詳細は４月下旬にお知らせします。） 

① 教材費  ２５，５００円（令和５年度１年生の金額です。学年により異なります。） 

② 積立金（１・２年生のみ）  １年生３０，０００円、２年生３０，０００円 

③ 日本スポーツ振興センター掛金  ４６０円 

④ 生徒会費  ２，５００円 

⑤ PTA会費  １家庭につき ２，５００円 

➢ 取扱金融機関（口座振替を利用できる金融機関）及び口座振替手数料 

銀行名 

手数料 

池田泉州 

銀行 

北おおさか 

信用金庫 

三井住友 

銀行 

ゆうちょ銀行

(郵便局) 
りそな銀行 

口座振替手数料 11円 55円 11円 10円 11円 

※口座振替手数料は保護者負担となります。振替の際は手数料も含めた金額をご準備ください。 

※残高不足等で口座振替ができなかった場合は、再振替をします。再振替もできなかった場合

は、払込取扱票を送付しますので、ゆうちょ銀行（郵便局）でお支払いください。（所定の手数

料（５万円未満の現金窓口払いの場合３１３円）が必要です。） 
 

➢ 口座振替の申込手続き 

 吹田市以外からの転入や小学校で口座振替を申し込まれていない方は、お手続きください。 

※吹田市立小学校から進学された方で、小学校で「学校徴収金等」の口座振替を申
し込まれている場合は、引き続きその口座から振替を行いますので、お手続きは不
要です。 

 
（１）取扱金融機関のいずれかで口座を開設してください。 

（取扱金融機関で口座をお持ちの場合は、その口座をご利用いただくことができます。保

護者名義の口座でなくても構いません。） 

 

（２）① Webでの申込み方法（池田泉州銀行は Web申込みできません） 

吹田市公式ウェブサイトの申込みページ（トップページ > 子育て・教育 > 学校 > 学

校徴収金等 > Web での口座振替の申込み）を開き、ページ下部のリンクから「Web 口

座振替受付サービス」をご利用ください。（右の二次元コードからもアクセスできます。） 

② 書面での申込み方法 

学校から配付する「口座振替依頼書」に必要事項を記入・押印のうえ、通帳と印鑑を持

って取扱金融機関の窓口で手続きを行ってください。（口座振替依頼書は金融機関の

窓口にはありません。） 

➢ 口座振替申込みの注意点 

・ 口座開設についての不明な点は、各金融機関にお問い合わせください。 

・ 兄弟姉妹で同じ口座を利用することはできますが、生徒一人ずつ申し込み手続きが必

要です。 

 

❖ その他 

➢ 口座振替は一度申込みをされると、中学校卒業まで有効です。口座の変更を

希望する場合は、上記「口座振替の申込手続き」を参照のうえ、変更後の口座

につき改めて手続きが必要です。なお、変更申込の時期によっては、直後の

口座振替が変更前の口座から行われることがありますので、ご留意ください。 

➢ 教材費・積立金は学年末に清算し、残金は次年度に繰り越します。 

➢ 転出、卒業などの時に残金がある場合は一括して登録口座に返金します。口座の解約を検討さ

れる際は、返金が完了するまで手続きをお待ちください。 
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就 学 援 助 費 制 度 に つ い て 

吹田市では、経済的理由で小・中学校に通うお子様の学用品費の購入等にお困りの家庭に対し、学

校で必要な学用品費、校外活動費等の援助を行っています。 

所得制限があります。また、生活保護世帯は対象になりません。 

 詳しくは２～３月に配布する「令和６年度（２０２４年度）就学援助費 申請のお知らせ」をご覧

ください。 

 申請時期・方法 

 一斉受付期間│令和６年４月１日（月）～５月２５日（土）ただし窓口受付は５月２４日（金）まで 

※ 一斉受付期間後も令和 7年 3月 28日まで随時申請を受付けますが、申請を受付けた月からの

月割支給（減額措置）となります。なお、３月の申請は、原則修了式までにお願いします。 

① 電子申請│吹田市ホームページから 24時間申請が可能です！ 

② 郵送申請│学務課にご提出ください。消印日をもって申請日とします。 

必ず、特定記録郵便または、簡易書留でお送りください。 

宛先：〒564-0027 吹田市朝日町 3番 402号   

吹田市教育委員会 学務課 就学援助担当 

③ 窓口申請│平日の午前９時から午後５時３０分まで 

場所：吹田市教育委員会 学務課（吹田市朝日町 3番 402号 吹田さんくす３番館４階） 

就学援助費認定者への医療券（医療費援助）交付について 
  就学援助費を申請され、認定となった世帯の児童生徒が、下記疾病の治療のため医療機関を受診

する場合、保険証・医療証と医療券を併用することにより医療費の援助を受けることができます。 

  受診される前に、学務課に電子申請し、医療券の発行を受けてください。 

☆対象となる疾病（学校保健安全法施行令で定める疾病） 

トラコーマ、結膜炎＜アレルギー性は対象外。＞、白癬
はくせん

・疥癬
かいせん

  （白癬菌
はくせんきん

・疥癬菌
かいせんきん

による水虫）、 

膿痂疹
のうかしん

（とびひ）、中耳炎＜急性や慢性・滲出性
しんしゅつせい

を問わず使用できます。＞、慢性副鼻腔炎（ち

くのう症）＜急性副鼻腔炎やアレルギー性鼻炎は対象外。＞、アデノイド、う歯
し

（むし歯：保険

診療の対象となる治療範囲）＜歯周病等の治療、歯磨き指導等の予防的処置は対象外。＞、寄生

虫病＜虫卵保有を含む＞    ※ これら以外の疾病では医療券の使用はできません。 

 詳しくは就学援助ホームページをご覧ください。 

新入学児童生徒学用品費の入学前支給について 
  令和６年４月に吹田市立小中学校に入学を予定している児童生徒の保護者に対し、新入学学用品

費を入学前の３月に支給します。所得制限があります。また、生活保護世帯は対象になりません。 

 新小学校１年生 

申請期間│令和６年２月１日（木）から２月２９日（木） 

詳しくは、令和６年１月末頃に、新入学説明会の案内に同封してあらためてご案内します。 
新中学校１年生 

中学校の新入学生徒学用品費については、小学校６年生時の就学援助費３月分に加算して支 

給します。就学援助受給認定世帯が対象です。  

◆お問合せ先： 吹田市教育委員会 学務課 電話 ０６－６１５５－８１９６（直通） 

資 料  

▲就学援助 HP 
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令 和 ５ 年 ４ 月 ８ 日 

（２０２３年）     

 

令和５年度  

台風・地震等における安全対策について  

 

                                                       千 里 み ら い 夢 学 園 
 吹 田 市 立 竹 見 台 中 学 校 

 

 台風  
 

１．午前７時現在、吹田市または吹田市を含む北大阪に暴風警報または大雨特別警報が

発令されている場合は、始業時刻を遅らせますので、家庭で待機させてください。  

 

２．午前９時までに、発令されていた上記の警報が解除された場合は、安全に気をつけ

て登校させてください。（但し、給食は中止（返金）となります。） 

 

３．午前９時現在で、暴風警報または大雨特別警報が解除されていない場合は、臨時休

校といたします。  

 

【注意】  

 ・上記の措置は、暴風警報または大雨特別警報の発令時のみです。  

 ・大雨警報または大雨洪水警報等が発令された場合は、原則として、臨時休校といたし

ません。安全に気をつけて登校させてください。  

 ・ただし、生徒の安全確保の観点から、非常措置をとらなければならないときは、別途

連絡いたします。  

 ・登校後、暴風警報または大雨特別警報が発令され、給食を食べずに下校となった場合

については、キャンセルとなり、返金（残金を増やす方法で処理）されます。 

 

 

 地震（余震）  
 

◆震度５弱以上の大規模地震（余震）が発生した場合の対応について  

 ・登校前に発生した場合は、臨時休校とします。  

 

◆震度５弱未満の地震（余震）の場合の対応について  

  ・原則として、臨時休校しませんが、校区の被害状況を的確に把握し、生徒の安全確保

のうえから、臨時休校等、非常の措置をとらなければならない場合は、市教委に報

告のうえ適切な措置をとります。

資 料  
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大規模地震発生時の学校・家庭での対応 
                                （震度５弱以上）                                                                                                
                                                                   吹田市立竹見台中学校 
 

 
登   校   前 登   校   中 

学     校     に     い     る     時 
下   校   中 

授   業   中 休  み  時  間 放   課   後 

 
 
 
 
 
 
 生 
 
 
 
 
 
 
 徒 
 

 

 

 ○登校しないで家にいる。 
 
○学校に連絡する。 

 
 ○家人の指示に従う。 
 
 
 ●震度５弱以上の大規模 
   地震が発生した場合、 
   学校は臨時休業とする。 
 
 
 

 

 

 ○大きな塀や、屋根下から離 
  れてなるべく安全な広い場 
  所へ避難する。 
 
 ○揺れがおさまったら、安全 
  な通学路を選んで、原則と 
  して登校する。 
 
 
 

 

 

 ○机の下に避難し、机の足を 
  つかむ。 
 
 ○頭を保護して、教師の指示 
  にしたがう。 
 
 
 
 
 

 

 

 ○校舎からできるだけ離れる。 
  （運動場の場合） 
 
 ○中央に身をかがめるか、近 
  くの教室に避難する。 
    （廊下の場合） 
 ○ドアを開ける。（トイレ） 
 
 ○教室は授業中に同じ。 
 
 ○揺れがおさまったら教師の 
  指示に従う。 

 

 ○休み時間の場合と同じ。 
 
 ○揺れがおさまったら教師の 
  指示に従う。 

 

 

 

 

 

 ○石垣やブロック塀から離れ 
  安全な場所に避難する。 
 
 ○揺れがおさまったら、原則 
  として帰宅する。 
 
 ○傷害を受けた場合近くの民 
  家に助けを求め、家または 
  学校に連絡をする。 
 
 ○安全を確認した後帰宅して、 
   家庭で安全確保に努める。 

 
  ●震度５弱以上の大規模地震が発生し、余震が心配される場合 

    ＊登校中は原則として学校へ、放課後はクラブ活動等学校にいるときを含む。 

  ○原則、保護者の迎えで下校し、家庭で安全確保に努める。 
  （保護者の迎えが難しい場合は、保護者の依頼を受けた親戚の方、またはお知り合いの方が代わりに 

迎えに来てもよい。ただし、その旨を学校に連絡する。） 
 

 
 家 
 
 
 庭 

 

 

 ○生徒の登校を見合 
  わせ、保護者の管 
  理下に置く。 
 

○学校に連絡する。 

 

 ○ 原則として学校へ子供を引取りに行く。その後保護者の管理下に置く。 
 
 ○ 子供を引取りに行けない状況のときには、親戚の方、またはお知り合いの方に依頼し、その旨を学校に連絡する。 
 

○ どうしても子供を引き取りにいけない状況のときには、その旨を学校に連絡して保護を依頼する。 

 

                                                                                                                                                        

 
◆震度５弱未満の地震（余震）の場合の対応について 

    ・原則として、臨時休校しませんが、校区の被害状況を的確に把握したうえで、生徒の安全確保のため、臨時休校等、非常の措置をとらなければならない場合

は、市教委に報告のうえ適切な措置をとります。

資 料  
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いじめ防止基本方針 

                            千 里 み ら い 夢 学 園 

                             吹 田 市 立 竹 見 台 中 学 校 

                                  令 和 ５ 年 4 月 1 日 

                                   （２０２３年） 

（目的） 

第１ いじめは、「どの子どもにも、どの学校でも起こりうること」であり、いじめを受けた児童・生徒

の心身の健全な成長及び人格の形成に重大な影響を与えるのみならず、その生命又は身体に重大な危険

を生じさせる恐れがある。以下、「いじめは絶対に許されない」学校を構築するため、「いじめの防止」「早

期発見」「いじめに対する措置」等に関する基本方針を定める。 

 

（いじめの防止） 

第２ いじめを未然に防ぐため、次にあげる事項に努める。 

１ 児童・生徒一人ひとりの尊厳が守られ、いじめに向かわせないための未然防止に、すべての教職員が

取り組む。 

（１） 日常的に児童・生徒の行動の様子を把握する。 

（２） 欠席や欠課、保健室への来室、部活動の参加状況等を注視し、情報を共有する。 

（３） 「いじめ対策委員会」の機能性を高める。 

（組織は、管理職・首席・生徒指導担当者・各学年担当者・養護教諭（小学校含む）・心理〔スクールカ

ウンセラー〕、福祉等の専門的知識を有する者〔スクールソーシャルワーカー〕、教育相談担当者、

その他の関係者により構成する） 

（４） いじめの防止等に関する年間計画を策定する。 

（５） 計画的に校内研修を行う。 

（６） 定期的に小中合同の生徒指導会議をもって、小学校時からの様子や今日に至るまでのまわりとの

人間関係を把握する。 

（７） 年間計画を策定・改訂する際は必要に応じて、学校評議員に意見を求める。 

 

２ いじめについての共通理解を図り、児童・生徒がいじめに向かわない態度・能力を育成するととも

に、いじめが生まれる背景を把握し、自己有用感や自己肯定感を育み、児童・生徒自らがいじめ

について学ぶ取組を進める。 

（１） 学園の教育活動全体を通じた道徳教育や人権教育を充実する。 

（２） 読書活動や体験活動等を推進し、幅広い社会体験や生活体験の機会を設ける。 

（３） 言語活動やあいさつ運動を通じて、児童・生徒のコミュニケーション力を向上する。 

（４） 児童会・生徒会活動を活性化し、児童・生徒自らが「いじめ撲滅」に取り組む姿勢を育む。 

（５） ともに学び、ともに育つ教育環境づくりを進める。 

（６） インターネット等で行われるいじめを防止し、効果的に対処することができるよう、児童・生徒

への情報モラル教育および保護者への啓発活動を進める。 

 

 

資 料  
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（早期発見） 

第３ いじめを早期に発見するため、次にあげる事項に努める。 

１ 児童・生徒が示す小さな変化や危険信号を見逃さないよう積極的にいじめを認知するためのアンテ

ナを高く保ち、早い段階から複数の教職員で的確に関わるとともに、暴力を伴わないいじめや、潜在化し

やすいグループ内のいじめや一方的な喧嘩・悪ふざけ・からかいなどにも注意深く対応する。 

（１） 日常の児童・生徒相互の人間関係を把握し、週一回の定例の生徒指導の会議や学年会議を通して

ささいな兆候も教職員間で共有する。 

（２） 学校生活アンケートを学期に１回実施する。また、その結果を受けて個別面談や 

    家庭訪問の実施。 

（３） ＧＩＧＡスクール構想に基づく１人１台端末を活用し、いじめに困っている子ど       

    もたちの声を聴くツールを運用する。 

（４） 教育相談日（毎週木曜日）とし、いじめの当事者（含む保護者）やいじめ周辺者（含む保護者）

からの情報の収集に努めるとともに、大阪府電話相談窓口等、各種の教育相談機関の周知図り、教育相談

体制の充実に努める。 

 

（いじめに対する措置） 

第４ いじめを発見・通報した場合は、次にあげる事項に努める。 

１ 発見・通報を受けた場合は、特定の教職員で抱え込まず、速やかに学年所属教職員または、生徒指導

部で対応するとともに、「いじめ対策委員会」に報告・相談する。また、被害児童・生徒を守り、加害児

童・生徒の社会性の向上や人格の成長に主眼を置いた指導を行う。 

（１） いじめと疑われる行為を発見した場合は、その行為を制止し、相談や訴えがあった場合は、被害

児童・生徒および相談者の安全を確保しながら、事態の把握に努める。 

（２） 事態の軽重に関わらず、その日のうちに保護者へ事実関係を伝える。 

（３） 被害児童・生徒に寄り添い、支える体制づくりを行い、必要に応じて加害児童・生徒を別室指導

や出席停止とする。 

（４） 好ましい集団活動を取り戻し、新たな活動を踏み出すために、必要に応じて警察等関係諸機関の

協力を得る。 

（５） いじめを見ていた児童・生徒に対しても自分の問題として捉えられることができるようにするた

め、周りにいた生徒からの聞き取りを十分に行い、公平公正な判断ができるように指導する。 

（６） いじめが犯罪行為として取り扱われるべきものと認められる場合には、市教育委員会と連携し、

また警察署と相談して対処する。児童・生徒に重大な被害が生じる恐れがある時は、直ちに警察署に通報

し、適切に援助を求める。 

（７） 「組織的な対応の流れ」を策定し、早期解決に努める。 

（８） 事態の軽重に関わらず、「いじめ対策委員会」を中心とした報告・連絡・相談の動きを徹底する。 

（９） 加害児童・生徒から被害児童・生徒への謝罪のみで解決したものと判断せず、いじめに関わる行

為が最低３ヶ月以上は事後の見守りをしっかり行い、双方を始めとする他の児童・生徒との関係の修復か

つ全体の集団が、好ましい集団活動を取り戻し、新たな活動に踏み出すことをもって判断する。 

 

２ 重大事態が発生した場合は、担任を含むいじめ対策委員会が初動調査から実態の把握・分析等を一括
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して行うとともに、市教育委員会に報告し、事態の早期解決に努める。 

（１） いじめにより被害児童・生徒に重大な被害が生じた疑いがある場合や、いじめにより欠席を余儀

なくされている疑いがある場合等は、調査チームによる調査を行い、事態の早期解決に取り組む。 

（２） 調査チームは、被害・加害児童・生徒からの聴き取りや質問紙によるアンケート調査の実施等を

速やかに行い、その調査結果を被害児童・生徒およびその保護者に対して報告するとともに、改めて、要

望や意見を十分に聴取する。 

（３） 必要に応じて、被害児童・生徒およびその保護者の所見を添え、市教育委員会に報告する。 

 

（その他） 

第５ この基本方針は、取組の進行状況の確認や、課題解決に至っていないケースの検証等、定期的に検

討を行い、児童・生徒の 
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